
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
図
書
館
（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ

ー
ド
）
か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み

と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―

　
　
　
　

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

内
容　

◎
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
は
何
か
?

◎�
意
識
を
拡
大
す
る
呼
吸
法
と
過
去
世

へ
ア
ク
セ
ス
す
る
瞑
想

私
た
ち
一
人
一
人
は
パ
ソ
コ
ン
の
端

末
の
よ
う
に
毎
瞬
、
自
分
自
身
の
デ
ー

タ
を
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
い
う
宇

宙
図
書
館
：
巨
大
な
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に

イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

本
講
演
で
は
、
ア
カ
シ
ッ
ク
の
情
報

か
ら
見
た
「
私
た
ち
人
間
と
は
ど
の
よ

う
な
存
在
な
の
か
」
を
お
伝
え
し
て
、

自
己
理
解
を
深
め
ま
す
。
ま
た
意
識
を

拡
大
す
る
た
め
の
呼
吸
法
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

人
は
迷
い
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
時
、
意
識
が
収
縮
し
て
目
の
前
の
事

に
の
み
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

呼
吸
は
人
生
を
楽
に
生
き
る
鍵
で
す
。

最
後
に
自
分
の
「
人
生
の
記
録
」
に
つ

な
が
る
退
行
催
眠
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

誘
導
に
し
た
が
っ
て
過
去
世
へ
旅
を
し

ま
し
ょ
う
。
新
た
な
自
分
の
側
面
を
発

見
す
る
こ
と
で
、
今
の
こ
の
人
生
が
さ

ら
に
、
豊
か
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
精
神
世
界
関
係
の
多
く
の
著
書
、
翻

訳
書
を
出
さ
れ
て
い
る
大
野
氏
は
、
当

日
退
行
催
眠
の
実
演
も
さ
れ
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
大
野
百
合
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

神
戸
女
学
院
大
学
卒
。
日
本
航
空
と

筑
波
大
学
が
共
同
開
発
し
た
生
き
が
い

の
セ
ミ
ナ
ー
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
経
て
、

1
0
9
3
年
か
ら
心
理
学
、
精
神
世
界

分
野
の
通
訳
・
翻
訳
者
と
な
る
。
仕
事

を
通
し
、
呼
吸
法
や
退
行
催
眠
療
法
、

神
秘
学
を
学
び
2
0
0
3
年
に
退
行
統

合
療
法
を
ス
タ
ー
ト
。
ま
た
幼
い
頃
か

ら
の
神
秘
体
験
を
生
か
し
、
日
本
各
地

で
古
代
の
叡
智
を
伝
え
て
い
る
。
著
書

に
日
本
の
神
様
カ
ー
ド
（
ヴ
ィ
ジ
ョ
ナ

リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
）、
人
生
を
変
え
る

過
去
世
セ
ラ
ピ
ー
（
P
H
P
）、
百
魂

百
色
（
幻
冬
舎
）
等
。
師
ゲ
リ
ー
ボ
ー

ネ
ル
氏
の
著
書
「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の

叡
智
」（
徳
間
書
店
）
他
翻
訳
書
多
数
。

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、
平

成
25
年
度
の
会
費
を
先
払
い
し
た
方
以

外
は
、「
会
費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知

と
郵
便
振
替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐

縮
で
す
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動

は
皆
様
の
年
会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
御
寄
付
を
さ
れ
る

方
は
郵
便
振
替
用
紙
に
そ
の
分
を
記
入

し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り
込

み
願
い
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
三
月
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
五
月
本
部
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
四
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
第
17
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
六
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
七
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
第
三
七
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
春
の
大
会

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
願
い
を
叶
え
る
為
の
科
学
（
2
）
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日
時　

平
成
25
年
4
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

※
三
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
18
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム　

テ
ー
マ
「
自
然
治
癒
力
に
つ
い
て
」

日
時　

平
成
25
年
3
月
31
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0�

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

�

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
・
日
本
空
中

現
象
調
査
委
員
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
予
告

イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育

　
　
　
　
　

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

論
理
的
で
難
し
い
事
柄
は
、
図
・
記

号
・
数
式
等
を
使
っ
て
、
全
体
の
内
容

を
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
説

明
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
記
号
や
数

式
を
多
用
す
る
の
は
、
正
確
に
内
容
を

伝
え
る
の
に
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
分
割
し
て
説
明
し
そ
れ
を

統
合
す
る
の
は
、
こ
れ
し
か
方
法
を
考

え
付
か
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
記

号
や
数
式
表
現
は
抽
象
的
で
分
か
り
に

く
く
、
1
つ
の
全
体
を
分
割
す
る
説
明

も
全
体
の
意
味
が
浮
か
び
ま
せ
ん
。

人
の
目
で
見
た
一
瞬
の
景
色
を
、
言

葉
だ
け
で
他
の
人
に
伝
え
る
こ
と
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
伝
え
る
に
は

ど
れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
た
言
葉
が
要

る
か
、
こ
れ
を
想
像
す
る
だ
け
で
視
覚

や
イ
メ
ー
ジ
の
伝
達
の
力
が
推
し
量
れ

ま
す
。
講
演
内
容
は
、
今
ま
で
理
解
す

る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
内
容
を
、
色

と
動
き
を
加
え
た
イ
メ
ー
ジ
に
し
て
、

見
る
だ
け
で
エ
ッ
セ
ン
ス
を
瞬
間
的
に

伝
え
る
方
法
及
び
実
際
の
豊
富
な
内
容

に
つ
き
述
べ
る
も
の
で
す
。
現
在
の
教

育
の
危
機
を
救
う
有
力
な
も
の
で
す
。

※
近
年
大
き
な
書
店
へ
行
く
と
、
中
学

や
高
校
の
数
学
の
解
説
書
、
ま
た
一
般

向
け
の
数
理
能
力
を
高
め
る
書
籍
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
御
講
演
は
よ
り
分
か

り
や
す
い
解
説
と
人
生
や
日
常
生
活
に

関
連
づ
け
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人

を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
浪
平
博
人
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
17
年
2
月
21
日
生
ま
れ

広
島
大
学　

工
学
部
卒　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
入
社　

21
年
間
勤
務

そ
の
後
大
学
に
う
つ
り
、
大
妻
女
子
大

学
教
授
、
平
成
24
年
退
職

情
報
工
学
者　

工
学
博
士　

技
術
士

（
情
報
処
理
）

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長

日
時　

平
成
25
年
5
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
千
島
学
説
と
は
」
腸
内
造
血

説
・
細
胞
新
生
説

　
　
　
　
　

講
師　

酒
向　

猛 

氏

日
時　

平
成
25
年
3
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

● ❷●



　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
例
会
の
お
知
ら
せ

根
源
の
音
―
声
に
出
し
て
歌
う

和
歌

　
　
　
　
　

講
師　

伊
藤 

一
夫 

氏

日
時　

平
成
25
年
4
月
20
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
現
代

　
　
　
　
　

講
師　

和
田 

高
幸 

氏

日
時　

平
成
25
年
5
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
17
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

報
告第

17
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
テ

ー
マ
「
2
0
1
2
・
12
・
21
ア
セ
ン
シ

ョ
ン
・
プ
リ
ー
ズ
」
で
12
月
21
日
に
開

催
。
6
名
の
論
客
に
よ
る
ア
セ
ン
シ
ョ

ン
講
演
と
三
味
線
ロ
ッ
カ
ー
早
乙
女
和

完
の
即
興
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
5
年
前

か
ら
12
・
21
あ
る
い
は
12
・
22
に
行
っ

て
き
た
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
こ
の
回
を
も
っ
て
終
了
!

2
0
1
3
年
春
は
、
従
来
科
学
の
枠

組
み
を
超
え
た
「
異
能
科
学
（
マ
ー
ジ

ナ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

即�

興
演
奏

早
乙
女
和
完
（
三
味
線
ロ
ッ
カ
ー
）

岩�

崎
士
郎（
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
家
）

「
魔
術
と
反
重
力
」

浅
利
幸
彦
（
作
家
）

「
悪
魔
的
未
来
人
と
天
使
的
未
来
人
」

田
戸
純
子

　

（
ワ
ン
ネ
ス
フ
ー
ド
協
会
代
表
）

「
心
・
身
体
・
魂
が
喜
ぶ
料
理
と
は

・
・
・
」

ロ
ン
・
薄
葉

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
ラ
ー
）

「
オ
ー
ブ
と
次
元
魂
上
昇
」

井
上
恒
弘
（
宇
宙
生
命
研
究
所
所
長
）

「
宇
宙
語
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
連
合
」

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

密
教
開
運
術
（
つ
づ
き
）

「 

強
運
の
成
長
戦
略
提
言　

～
氣

を
高
め
れ
ば
運
は
や
っ
て
く
る
～
」

　
　
　
　
　

講
師　

松
永 

修
岳 

氏

（ 

ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）

運
は
見
え
な
く
て
も
、
感
じ
る
こ
と

な
ら
で
き
る
。

1�

．「
流
れ
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
運
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2�

．
流
れ
が
変
わ
る
地
点
に
運
は
必
ず

い
る
。

3�

．
流
れ
を
変
え
ら
れ
る
人
こ
そ
運
を

呼
べ
る
人
。

4�

．
密
教
の
阿
闍
梨
は
流
れ
を
変
え
る

名
人

5�

．
護
摩
と
風
水
が
流
れ
を
変
え
る
最

強
の
方
法

6�

．
見
え
な
い
が
「
有
る
」
と
い
う
も

の
を
体
感
す
る
と
運
に
好
か
れ
る

7�

．
運
に
好
か
れ
る
人
は
「
変
化
」
に

気
づ
く
力
を
持
っ
て
い
る
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◎
儲
か
る
人
に
な
る
鉄
則

お
金
に
縁
の
な
い
人
は
、
儲
か
る
商

売
を
探
す

お
金
に
縁
の
あ
る
人
は
、
儲
け
て
い

る
人
を
探
す

言
葉
を
使
い
分
け
る
と
運
は
良
く
な
る

◎
“
時
代
”
と
“
世
代
”
の
違
い

→
い
つ
の
間
に
か
過
ぎ
て
い
く
の
が

“
時
代
”、
い
つ
ま
で
も
つ
き
ま
と
っ
て

い
る
の
が
“
世
代
”

◎
“
欲
望
”
と
“
欲
”
の
違
い

→
本
当
に
欲
し
い
物
を
手
に
入
れ
た
い

の
が
“
欲
望
”、
本
当
は
い
ら
な
い
も

の
な
の
に
手
に
入
れ
た
い
の
が
“
欲
”

運
の
悪
い
人
は
言
葉
の
使
い
分
け
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自

分
の
感
情
と
行
動
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

◎
お
金
持
ち
と
は
ど
ん
な
人
か

お
金
を
貯
め
て
い
る
人
は
お
金
持
ち

で
な
い
人

お
金
を
貯
め
る
必
要
の
な
い
人
が
お

金
持
ち

◎
“
人
生
”
と
“
生
活
”
の
違
い

ゆ
と
り
の
あ
る
時
に
考
え
る
の
が

“
人
生
”、
ゆ
と
り
の
な
い
時
に
考
え
る

の
が
“
生
活
”

◎
“
余
暇
”
と
“
休
暇
”
の
違
い

疲
れ
を
取
る
の
が
“
休
暇
”、
疲
れ

る
の
が
“
余
暇
”

☆
招
運

い
い
運
を
「
招
く
」
こ
と
か
ら
幸
せ

は
始
ま
る

1
．
迎
運

・
運
の
集
ま
る
所
に
自
ら
赴
く

・�

運
は
待
っ
て
い
て
も
来
な
い
。
運
を

迎
え
に
行
く

・
運
は
お
迎
え
す
べ
き
何
か

2
．
招
運

・�

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
へ
運
を
迎
え
に
行

き
、
家
や
会
社
ま
で
連
れ
帰
っ
て
来

て
は
じ
め
て
招
運
と
い
う

・�

現
地
で
何
か
物
を
買
っ
て
帰
る
こ
と

が
大
事

　

�

例
：
湧
水
や
そ
の
土
地
の
氣
が
入
っ

て
い
る
物

◎
運
を
招
く
た
め
に
心
が
け
る
こ
と

（
1
）
運
に
好
か
れ
る
人
に
な
る
た
め
に

人
間
力
を
磨
く

→�

運
が
「
こ
の
人
の
た
め
な
ら
力
に
な

っ
て
あ
げ
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
人

間
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
事

→�

見
返
り
を
求
め
ず
に
人
の
役
に
立
と

う
と
行
動
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ

て
自
分
を
支
援
し
て
く
れ
る
人
が
自

然
に
少
し
ず
つ
増
え
て
い
く

（
2
）
悩
み
事
を
抱
え
て
い
る
人
は
喫
茶

店
に
連
れ
て
行
く

　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
を
回
避
す
る

　

�

自
宅
に
悩
み
事
を
抱
え
て
い
る
人
を

招
い
て
は
い
け
な
い

　

悩
み
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
淀
ん
だ
状
態

　

�

悩
み
は
公
共
性
の
高
い
ホ
テ
ル
の
ロ

ビ
ー
で
聞
く
の
が
良
い

（
3
）
運
の
い
い
人
の
ふ
り
を
す
る
と
運

を
招
く
こ
と
が
で
き
る

　

�

運
の
い
い
人
は
年
齢
よ
り
若
く
見
ら

れ
や
す
い

　

元
気
そ
う
に
見
え
る
よ
う
に
す
る

（
4
）
早
寝
早
起
き
を
し
て
朝
日
を
浴
び

る
こ
と
は
運
を
招
く

　

運
は
寝
て
い
る
間
に
養
わ
れ
る

　

不
眠
は
運
が
逃
げ
る

　

�

気
分
よ
く
起
き
、
朝
日
を
浴
び
る
と

運
が
や
っ
て
く
る

（
5
）
部
屋
を
き
れ
い
に
片
づ
け
て
、
い

い
運
を
お
迎
え
す
る
準
備
を
す
る

　
�

招
運
に
は
お
迎
え
す
る
「
心
が
け
」

と
「
お
も
て
な
し
の
仕
方
」
が
あ
る

　

�

運
は
玄
関
が
汚
れ
て
い
る
と
真
っ
先

に
逃
げ
て
し
ま
う

　

�

お
金
に
縁
が
な
く
な
る
玄
関
は
高
低

差
が
な
い

　

�

オ
フ
ィ
ス
の
招
運
法
：
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
は
広
く
明
る
く
、
華
や
か
に
す
る

3
．
育
運

・
風
水
と
は
招
い
た
運
を
育
て
る
技
術

・�

人
を
取
り
巻
く
環
境
は
人
生
ま
で
も

変
え
て
し
ま
う

（
1
）
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
空
間
を
つ
く

る
こ
と
が
育
運
の
基
本

・
風
水
の
良
い
場
所
で
人
も
脳
も
育
つ

・�

心
も
脳
も
身
体
も
「
快
」
の
状
態
に

な
っ
た
時
に
運
は
育
つ

・�

環
境
の
も
つ
情
報
が
脳
に
入
力
さ
れ
、

脳
処
理
し
「
行
動
」
や
「
考
え
方
」
と

い
う
形
で
出
力
さ
れ
る

◎�

人
生
と
は
脳
が
出
力
し
た
結
果
の
集

大
成

（
2
）
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
れ
ば
新

し
い
氣
の
流
れ
が
生
ま
れ
、
運
は
育

つ
・�

読
ま
な
い
本
、
い
ら
な
い
服
は
捨
て

る
（
3
）
い
い
眠
り
が
運
を
育
て
る

・
風
水
の
い
い
氣
場
で
寝
る

・�

朝
起
き
た
瞬
間
か
ら
活
力
が
湧
い
て

く
る
寝
室
で
寝
る

（
4
）
免
疫
力
を
上
げ
る
リ
ビ
ン
グ
の
風

水
を
良
く
す
る
と
運
は
育
つ

・
リ
ビ
ン
グ
は
疲
れ
を
癒
や
す
場
所

● ❹●



・�
リ
ビ
ン
グ
と
玄
関
と
寝
室
を
整
え
れ

ば
、
7
割
が
た
運
は
良
く
な
る

・�

リ
ビ
ン
グ
に
古
い
物
、
暗
い
物
、
安

い
物
を
置
い
て
は
い
け
な
い

（
5
）
緑
を
積
極
的
に
リ
ビ
ン
グ
や
ダ
イ

ニ
ン
グ
に
取
り
入
れ
る
と
運
は
育
つ

（
6
）
健
康
運
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
キ
ッ

チ
ン
で
育
つ

◎
オ
フ
ィ
ス
の
育
運
法

（
1
）
社
員
の
や
る
気
や
社
運
を
伸
ば
し

た
い
な
ら
ば
、
机
を
大
き
く
す
る

（
2
）
書
類
は
横
積
み
し
な
い
で
縦
に
並

べ
る

（
3
）
オ
フ
ィ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
色
は
青

と
緑

　

�

営
業
の
人
は
黄
色
と
オ
レ
ン
ジ
で
営

業
運
を
育
て
る

4
．
育
運
体
質
を
つ
く
る

・�

肩
を
す
ぼ
め
た
り
背
中
を
丸
め
て
歩

か
な
い

・�

背
筋
を
伸
ば
し
、
腹
に
力
が
集
ま
っ

て
く
る
姿
勢
を
常
に
つ
く
る
と
育
運

に
な
る

・
朝
と
夜
の
習
慣
を
変
え
る

・
生
活
を
朝
型
に
変
え
る

・
寝
る
前
に
朝
着
る
服
を
用
意
す
る

☆
開
運

　

運
を
開
く
コ
ツ
と
テ
ク
ニ
ッ
ク

（
1
）
開
運
に
必
要
な
の
は
気
づ
き
と
発

見
（
2
）
感
動
で
心
を
ふ
る
わ
せ
た
時
、
開

運
し
て
い
る

（
3
）
生
ま
れ
て
初
め
て
の
こ
と
に
挑
戦

す
る

　

�

今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
何
か
に

挑
戦
で
き
る
人
は
運
に
好
か
れ
る

��������

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

（
4
）
気
づ
き
を
引
き
出
す
瞑
想
は
開
運

法
で
あ
る

　

�

食
事
を
と
る
よ
う
に
自
然
に
毎
日
瞑

想
を
す
る
と
、
運
を
感
じ
る
力
、
流

れ
を
変
え
る
力
が
つ
い
て
く
る

（
5
）
満
月
を
見
つ
め
、
満
月
を
感
じ
、

満
月
に
祈
る

　

�

開
運
と
は
幸
福
へ
向
か
っ
て
い
く
扉

で
す

　

�

幸
運
の
女
神
と
は
満
月
の
こ
と
で
す

開
運
の
先
に
あ
る
満
月
を
意
識
し
、

満
月
護
摩
に
参
加
す
る
と
、
開
運
の

扉
は
ひ
と
り
で
に
開
き
ま
す

（
6
）
好
奇
心
を
高
め
る
と
開
運
体
質
に

な
れ
る

　

�

お
も
し
ろ
い
こ
と
を
察
知
す
る
ア
ン

テ
ナ
を
立
て
て
お
く

（
7
）
開
運
体
質
を
持
っ
て
い
る
人
は
変

化
を
恐
れ
な
い
人

　

�

歴
史
が
動
く
時
や
人
生
の
分
岐
点
に

は
運
が
大
き
く
開
い
て
く
る
も
の
で

す

　

�

そ
の
時
こ
そ
開
運
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

☆
幸
運

人
と
分
か
ち
合
う
こ
と
で
運
は
持
続

で
き
る

運
が
い
い
状
態
が
持
続
す
る
幸
運
体

質
の
つ
く
り
方

（
1
）
利
他
的
な
行
動
を
す
る

　

�

誰
か
の
た
め
に
何
か
を
す
る
こ
と
が

運
を
持
続
す
る

　
�

招
運
、
育
運
、
開
運
は
一
人
で
で
き

る
が
、
幸
運
は
相
手
が
い
る

（
2
）
思
い
が
け
な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
幸

運
の
秘
訣

　

�

サ
プ
ラ
イ
ズ
に
は
人
を
喜
ば
せ
た
い

気
持
ち
が
詰
ま
っ
て
い
る

（
3
）
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
支
援
協
力
す
る

（
4
）
運
の
い
い
人
と
つ
き
あ
う

①�

幸
運
を
維
持
す
る
た
め
の
毎
日
の
習

慣
・�

電
話
で
話
す
と
き
は
、
明
る
い
声
を

心
が
け
る

・
何
事
も
楽
し
む
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

・�

人
に
会
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
、
人

に
会
う
こ
と
を
趣
味
に
す
る

・
つ
ね
に
感
謝
す
る

・�

毎
週
3
日
以
上
、
午
後
10
時
に
は
寝

て
、
良
質
の
睡
眠
を
取
る

・�

つ
ね
に
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
を
失
わ
な

い
②
強
運
に
な
る
た
め
の
方
法

（
1
）
自
分
の
専
門
性
を
高
め
る

（
2
）
30
日
間
、
朝
日
と
共
に
目
覚
め
る

と
、
強
運
が
手
に
入
る

（
3
）
誰
も
ま
だ
や
っ
て
い
な
い
こ
と
か

や
っ
て
い
る
人
が
ご
く
わ
ず
か
し
か

い
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と

強
運
に
な
る

☆
開
運
仕
事
術

（
1
）
迎
運　

ア
ド
レ
ナ
リ
ン　

行
動
力

（
2
）
招
運　

ド
ー
パ
ミ
ン　

イ
メ
ー
ジ

脳
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
脳

（
3
）
育
運　

セ
ロ
ト
ニ
ン　

共
感
脳
、
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人
脈
力

（
4
）
開
運　

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン　

認
知

機
能
、
ひ
ら
め
き

（
5
）
幸
運　

エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン　

幸
運

脳
（
6
）
強
運　

ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン　

仕

事
脳

★
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
社
会
が
抱
え
て

い
る
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
仕
事
や

事
業
を
、
経
済
の
柱
と
す
る
方
向
へ
と

必
ず
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
さ
に
、
こ
れ
が
「
人
を
幸
せ
に
す

る
経
済
」
の
始
ま
り
を
も
た
ら
す
も
の

で
す
。

「
人
々
を
幸
せ
に
す
る
経
済
」
は
、
民

衆
を
救
い
、
世
の
中
を
平
和
に
治
め
る

基
盤
と
な
る
経
済
で
す
。

そ
れ
が
「
経
世
済
民
」
の
実
現
で
す
。

災
難
や
不
運
は
幸
福
を
一
瞬
に
し
て

奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

幸
福
を
持
続
可
能
に
す
る
に
は
、
絶

対
に
「
運
」
が
必
要
で
す
。

★
運
こ
そ
実
力

不
確
実
で
不
透
明
に
益
々
な
っ
て
い

く
時
代
こ
そ
運
を
管
理
し
、
運
を
鍛
え
、

運
が
味
方
し
な
い
と
、
す
べ
て
が
水
の

泡
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
運
を
高
め
る
こ
と
が

最
重
要
に
な
り
ま
す
。

「
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト（
運
の
管

理
）」
と
い
う
考
え
方
が
こ
れ
か
ら
は

重
要
に
な
り
ま
す
。

運
が
良
く
な
る
と
、
チ
ャ
ン
ス
を
創

り
出
す
こ
と
が
う
ま
く
な
り
、
災
難
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。幸

運
が
な
け
れ
ば
成
功
し
ま
せ
ん
し
、

成
功
が
な
け
れ
ば
幸
運
も
や
っ
て
き
ま

せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
仕
事
で
も
、

運
に
好
か
れ
る
人
だ
け
が
残
る
で
し
ょ

う
。
努
力
が
結
果
に
結
び
つ
く
と
は
限

ら
な
い
時
代
を
、
我
々
は
生
き
て
い
ま

す
。

仕
事
力
＝
思
考
×
意
欲
×
脳
力
（
以
上

実
力
）+
運

努
力
と
実
力
を
結
果
に
結
び
付
け
る

力
こ
そ
「
運
」
な
の
で
す
。「
運
」
に
は

流
れ
を
変
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。

「
運
の
管
理
」
と
「
運
の
成
長
戦
略
」

が
、
こ
れ
か
ら
成
功
す
る
に
も
幸
福
に

な
る
の
に
も
必
須
条
件
と
い
え
ま
す
。

★
運
の
い
い
人
の
特
徴

（
1
）
社
交
性
が
あ
り
、
人
脈
が
広
い

（
2
）
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
く
働

く

（
3
）
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
勇
気
と
決
断

力
が
あ
る

（
4
）
変
化
を
起
こ
せ
る

　

�

流
れ
が
悪
く
な
れ
ば
、
そ
の
場
か
ら

去
っ
た
り
、
流
れ
を
改
善
で
き
る

（
5
）
い
つ
良
く
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て

も
い
い
よ
う
に
行
動
を
考
え
て
い
る

★
感
動
を
育
て
る
と
運
が
強
く
な
る

・�

過
去
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
再
現
す

る
と
、
運
が
強
く
な
る

・�

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
ド
ー
パ
ミ
ン
を
分
泌

し
、
強
運
へ
と
導
く

★�

運
を
良
く
し
た
け
れ
ば
、
ま
ず
部
屋

を�

き
れ
い
に
す
る
こ
と
だ

・�

自
分
の
家
や
部
屋
は
、
家
族
や
自
分

の
心
を
つ
く
る

・
心
の
状
態
が
部
屋
だ

・
部
屋
の
状
態
が
運
の
状
態
だ

・
部
屋
を
見
れ
ば
、
運
氣
が
分
か
る

★�「
影
響
力
の
あ
る
人
と
出
会
う
こ
と
」

と
そ
の
「
関
係
性
を
育
て
る
こ
と
」

「
運
を
招
き
入
れ
る
こ
と
」
と
「
運
を

育
て
る
こ
と
」

人
生
を
変
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
二

つ
が
重
要
な
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力

実
用
の
場
の『
水
』
を
捉
え
て
十
余
年

そ
の
治
験
結
果
か
ら
学
び
、
理
論
体

系
化
し
た
実
用
の
水
の
新
分
析
手
法

　
　
　
　
　

講
師　

中
島 

敏
樹 

氏

私
は
水
を
集
団
で
捉
え
た
と
き
に
、

何
が
見
え
て
く
る
の
か
、
こ
の
辺
の
と

こ
ろ
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

思
い
ま
す
。
一
番
最
初
に
何
故
集
団
な

の
か
?　

実
は
水
の
集
団
と
は
「
命
の

始
ま
り
」
で
あ
る
、
こ
れ
は
ロ
シ
ア
の

科
学
者
の
オ
パ
ー
リ
ン
さ
ん
が
生
命
起

源
モ
デ
ル
の
液
滴
と
し
て
の
「
コ
ア
セ

ル
ベ
ー
ト
」
の
理
論
を
出
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

一
番
最
初
は
水
の
集
団
が
基
本
と
な

っ
て「
コ
ア
セ
ル
ベ
ー
ト
」（
生
命
起
源

モ
デ
ル
の
液
滴
）
が
で
き
た
、
さ
ら
に

そ
う
い
う
も
の
が
集
ま
っ
て
、
集
団
は

み
ず
か
ら
の
新
し
い
リ
ズ
ム
を
産
み
な

が
ら
、
命
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
。
分
子
生
物
学
者
の

方
が
、
最
終
的
に
は
「
サ
ム
シ
ン
グ
・

グ
レ
ー
ト
（Som

ething�Great

）」
と
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い
う
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昔
か

ら
日
本
で
は
、「
い
の
ち
」
と
い
う
も
の

は
お
の
ず
か
ら
わ
い
て
き
た
も
の
だ
、

と
と
ら
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
私
は
、「
集
団
と
い

う
の
は
個
性
の
集
合
で
は
な
い
。
A
、

B
、
C
が
あ
れ
ば
、
A
+
B
+
C
と
い

う
形
で
は
な
く
、
A
が
B
と
か
け
算
に

な
っ
た
り
、
割
り
算
に
な
っ
た
り
、
指

数
的
な
計
算
に
な
っ
た
り
と
、
非
常
に

面
白
い
変
化
を
す
る
。」
と
捉
え
て
お
り

ま
す
。

そ
れ
で
こ
れ
か
ら
お
話
を
す
る
中
で
、

「
集
団
の
力
」
と
い
う
言
葉
を
と
き
ど

き
使
い
ま
す
が
、「
集
団
の
力
」
と
い
う

の
は
、
集
団
維
持
の
恒
常
性
、
す
な
わ

ち
集
団
が
あ
る
構
成
を
し
て
い
る
と
、

そ
の
安
定
し
て
い
る
状
態
を
い
つ
ま
で

も
維
持
し
た
い
と
い
う
力
が
働
き
ま
す
。

水
の
集
団
は
階
層
構
造
が
考
え
ら
れ
、

ク
ラ
ス
タ
ー
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ス
タ
ー
は
水
の
水
素
結
合
か
ら
出

来
て
お
り
、
同
じ
時
間
の
中
で
水
分
子

が
何
個
集
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
だ
い
た
い
4
個
～
数
十
個
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
最
近
の
説
で
は
、
西
本

右
子
博
士
の
研
究
で
は
21
個
が
一
番
多

く
、
川
田
薫
博
士
の
研
究
で
は
水
は
階

層
構
造
で
、
一
次
粒
子
は
2
5
0
個
で

2
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー（
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
は

1
ミ
リ
の
百
万
分
の
一
）
の
大
き
さ
の

集
団
、
2
次
粒
子
は
20
ナ
ノ
メ
ー
タ

ー
の
大
き
さ
の
集
団
、
3
次
粒
子
は

1
0
0
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
の
集

団
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
「
集
団
振

動
論
」
で
は
、
水
は
数
千
万
個
～
数
億

個
の
集
団
が
、
1
0
0
～
2
0
0
ナ

ノ
メ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

��������
（
デ
ジ
タ
ル
2
）

水
の
H

2
O
分
子
は
、
い
ろ
い
ろ
な
物

性
値
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
理
論
科
学
に

お
け
る
分
子
の
顔
で
あ
り
“
性
質
”
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
奥
に
も
う
一
つ
集

団
の
顔
と
し
て
の
「
潜
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

は
、
実
用
科
学
に
お
け
る
水
の
集
団
の

“
性
格
”
に
あ
た
り
ま
す
。

物
質
に
も
存
在
形
態
の
階
層
構
造
が

あ
り
、
第
一
階
層
（
6
つ
の
ク
オ
ー
ク
、

6
つ
の
レ
プ
ト
ン
）、
第
二
階
層（
陽
子
、

中
性
子
、
原
子
核
）、
第
三
階
層（
原
子
、

分
子
、
有
機
化
合
物
）、
第
四
階
層
（
固

体
、
液
体
、
気
体
、
プ
ラ
ズ
マ
、
液
晶
、

コ
ロ
イ
ド
、
金
属
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、

半
導
体
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
有
機
物
質
、

核
酸［
D
N
A
、
R
N
A
］、
タ
ン
パ
ク

質
、
酵
素
）、
第
五
階
層
（
宇
宙
、
地
球
、

生
物
、
人
間
、
社
会
、
機
械
）
の
5
つ

で
す
。
ま
た
宇
宙
の
成
り
立
ち
も
同
じ

よ
う
に
階
層
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

階
層
構
造
は
自
然
界
の
秩
序
造
り
の
方

式
な
の
で
す
。

水
は
隙
間
だ
ら
け
の
階
層
構
造
に
な

っ
て
お
り
、
水
集
団
は
73
%
が
空
所
の

ス
カ
ス
カ
状
態
で
す
。
通
常
、
球
体
の

最
近
接
充
填
は
12
個
と
な
り
ま
す
が
、

水
の
最
近
接
充
填
は
4
～
5
個
な
の
で
、

ま
だ
他
の
分
子
も
い
く
つ
か
近
接
す
る

余
裕
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
溶
解
作
用

に
つ
な
が
り
ま
す
。

コ
ロ
イ
ド
、
電
荷
、
イ
オ
ン
、
誘
電

体
の
定
義
を
お
話
し
し
ま
す
。

◎
コ
ロ
イ
ド
と
は

1
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
～
1
ミ
ク
ロ
ン
程

度
の
大
き
さ
の
コ
ロ
イ
ド
粒
子
が
液
体

に
溶
け
て
い
る
場
合
『
コ
ロ
イ
ド
溶
液
』

と
呼
ん
で
い
ま
す
。�
コ
ロ
イ
ド
粒
子
は

そ
の
種
類
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
あ
る
い
は

マ
イ
ナ
ス
の
電
気
を
帯
び
て
い
ま
す
。

珪
酸
塩
鉱
物
（
ミ
ネ
ラ
ル
）
コ
ロ
イ
ド

は
表
面
に
マ
イ
ナ
ス
を
帯
び
『
表
面
印

電
荷
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◎
誘
電
と
は

電
場
を
印
加
す
る
と
、
内
部
に
持
つ

電
子
や
イ
オ
ン
な
ど
の
荷
電
体
の
移
動

に
よ
る
分
極
（
電
気
双
極
子
）
を
生
じ
、

電
場
の
方
向
に
向
き
を
揃
え
よ
う
と
す

る
性
質
で
す
。

水
は
優
れ
た
誘
電
率
（
78
・
54
）
を

有
し
、
電
解
質
を
電
離
さ
せ
、
そ
の
周

囲
を
水
で
取
り
囲
み
イ
オ
ン
状
態
の
安

定
維
持
を
な
し
て
い
ま
す
。　

◎
イ
オ
ン
と
は

電
子
の
過
不
足
の
状
態
の
こ
と
。
例

え
ば
、
食
塩N

aC
l

の
イ
オ
ン
結
合
し

て
い
る
も
の
が
水
の
誘
電
力
で
結
合
が

弱
く
な
り
、
夫
々
が
別
々
に
水
で
被
覆

さ
れ
安
定
し
て　

存
在
し
て
い
る
こ
と

を
言
い
ま
す
。
空
気
中
で
原
子
核
と
電

子
が
分
離
し
て
い
る
状
態
は
プ
ラ
ズ
マ

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◎
電
荷
と
は

す
べ
て
の
電
気
現
象
の
根
源
と
な
る

実
体
。
そ
の
性
質
は
電
気
量
に
よ
っ
て
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規
定
さ
れ
ま
す
。
正
電
気
と
負
電
気
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

◎
電
解
質
と
は

水
に
溶
解
し
て
電
気
を
通
す
物
質
、

す
な
わ
ち
水
に
溶
け
る
と
プ
ラ
ス
あ
る

い
は
マ
イ
ナ
ス
に
荷
電
す
る
物
質
を
電

解
質
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
我
々
が
よ
く

知
っ
て
い
る
の
は
食
塩
で
す
ね
。

水
の
科
学
的
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
水
は
「
命
の
水
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
ど
う
し
て
「
命
の
水
」

な
の
か
、
そ
の
辺
に
的
を
絞
っ
て
電
気

的
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
は
2
つ
の
電
気
的
特
性
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。「
双
極
子
特
性
」
と
「
水
素
結

合
」
で
す
。

「
双
極
子
特
性
」
と
い
う
の
は
、
水

分
子
が
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
顔
の
よ
う

に
、
ミ
ッ
キ
ー
の
2
つ
の
大
き
な
耳
の

所
が
酸
素
、
顔
の
所
が
酸
素
と
な
る
配

置
か
ら
く
る
も
の
で
す
。
こ
の
酸
素
と

水
素
2
つ
が
結
合
す
る
と
き
に
、
水
素

の
持
っ
て
い
る
電
子
が
酸
素
側
に
偏
り

ま
す
。
電
子
が
酸
素
側
に
偏
る
と
水
素

側
が
電
子
が
不
足
気
味
に
な
る
の
で
、

プ
ラ
ス
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
酸
素
側

は
電
子
が
多
い
状
態
と
な
る
の
で
、
マ

イ
ナ
ス
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
一
つ
の
水
分
子
に
お
い
て
、
磁

石
の
N
極
と
S
極
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ス

側
と
マ
イ
ナ
ス
側
の
「
双
極
子
特
性
」

が
生
じ
ま
す
。
も
し
、
2
つ
の
水
素
が

酸
素
を
挟
ん
で
、
1
8
0
度
の
位
置
に

あ
っ
た
ら
「
双
極
子
特
性
」
は
生
じ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
生
命
は
生
ま
れ
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。

最
初
に
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、

自
然
界
に
お
い
て
「
寄
り
集
う
」
こ
と

が
一
番
物
質
の
顕
在
化
に
大
事
な
役
割

と
な
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
寄
り
集

い
が
素
粒
子
と
な
り
、
素
粒
子
の
寄
り

集
い
が
原
子
核
と
な
り
、
原
子
核
の
周

囲
に
電
子
が
寄
り
集
う
こ
と
で
原
子
と

な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
原
子
が
寄
り
集
っ

て
分
子
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
物
質

が
顕
在
化
す
る
た
め
に
は
、「
寄
り
集

い
」
と
い
う
動
作
が
、
一
番
原
点
で
生

ま
れ
て
く
る
の
で
す
。
命
も
「
寄
り
集

い
」
が
原
点
で
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
命
の
観
点
か
ら
重
要

な
の
は
、
水
分
子
の
「
水
素
結
合
」
で

す
。
水
素
結
合
は
、
水
分
子
同
士
が
「
双

極
子
特
性
」
に
よ
っ
て
、
酸
素
側
（
－
）

と
水
素
側
（
+
）
で
引
き
合
っ
て
、
寄

り
集
う
こ
と
で
す
。
結
合
力
の
比
較
を

し
ま
す
と
、
水
素
結
合
は
水
分
子
の
酸

素
と
水
素
の
化
学
結
合
の
十
分
の
一
位

で
す
。

こ
の
水
の
命
に
関
わ
る
二
大
特
性
、

「
双
極
子
特
性
」
と
「
水
素
結
合
」
を
支

援
し
て
い
る
の
が
、
実
は
珪
素
な
の
で

す
。
珪
素
は
通
常
4
つ
の
酸
素
と
化
合

し
、
一
つ
一
つ
の
酸
素
と
水
の
水
素
側

が
水
素
結
合
し
ま
す
が
、
そ
の
水
素
結

合
の
強
さ
は
水
分
子
同
士
の
水
素
結
合

よ
り
も
電
気
的
に
強
い
も
の
で
す
。
か

つ
珪
素
の
表
面
が
陰
電
荷
状
態
と
な
り

ま
す
。

珪
素
は
酸
素
と
電
気
的
に
結
合
し
ま

す
が
、
そ
の
構
造
は
珪
素
が
中
心
に
あ

っ
て
、
結
合
す
る
酸
素
が
四
面
体
の
頂

点
に
く
る
正
四
面
体
構
造
を
取
り
ま
す
。

岩
石
や
土
に
は
珪
酸
塩
が
6
～
7
割
く

ら
い
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

お
話
し
す
る
珪
素
は
む
し
ろ
そ
う
い
う

も
の
よ
り
も
、
結
晶
に
は
な
ら
な
い
水

溶
性
珪
素
、
そ
の
中
で
も
ア
ロ
フ
ェ
ン

と
な
り
ま
す
。

ア
ロ
フ
ェ
ン
は
多
孔
質
で
表
面
が
珪

酸
四
面
体
で
中
空
の
球
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
水
分
子
は
そ
の
穴
を
自
由
に

通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
溶

性
珪
素
で
造
ら
れ
た
「
U
M
O
」
と
い

う
商
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
純
度
の

非
常
に
高
い
水
晶
と
炭
化
し
た
籾
殻
と

一
緒
に
し
て
、
二
千
度
く
ら
い
で
熱
し

て
気
化
さ
せ
ま
す
。
気
化
さ
せ
た
も
の

を
凝
集
さ
せ
て
水
に
溶
か
し
た
も
の
が

水
溶
性
珪
素
「
U
M
O
」
で
す
。
外
形

は
3
0
0
～
1
0
0
0
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー

の
微
細
コ
ロ
イ
ド
粒
子
の
集
合
体
で
す
。

「
サ
イ
科
学
」
第
30
巻
第
1
号
（
2

0
0
8
）に
掲
載
さ
れ
た
私
の
論
文
「
焼

成
牛
骨
粉
の
水
溶
解
の
不
可
思
議
な
事

象
に
つ
い
て
」
を
読
ん
だ
九
州
大
学
の

高
尾
征
治
博
士
か
ら
次
の
よ
う
な
見
解

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
中
島
は
、
サ
イ
科
学
誌
の
掲
載
論
文

で
珪
酸
塩
コ
ロ
イ
ド
粒
子
の
表
面
陰
電

荷
と
親
水
機
能
（
＝
粒
子
の
微
細
化
）

の
相
互
作
用
に
基
づ
く
自
律
リ
ズ
ム
を

実
験
的
に
突
き
止
め
、
そ
れ
が
生
体
内

原
子
転
換
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い

事
実
の
場
の
作
用
の
解
明
に
も
つ
な
が

る
と
洞
察
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
的
確

な
洞
察
に
違
い
な
い
。』

ま
た
高
尾
先
生
か
ら
は
、
そ
の
見
解

に
沿
っ
た
珪
酸
コ
ロ
イ
ド
粒
子
（
10
～

50
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
）
の
写
真
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
水
と
珪
素
の
生
命
場
「
親
水
力
」
と�

「
リ
ズ
ム
力
」

・�

水
は
寄
り
集
い（
親
水
力
）、
集
団
の

秩
序
で
行
動
す
る
方
向
を
持
っ
た
力

（
電
磁
気
力
）
を
発
揮
す
る

・�

集
団
の
調
律
リ
ズ
ム
で
“
場
”
が
整

え
ら
れ
る
「
触
媒
能
」
や
「
酵
素
能
」

● ❽●



を
発
揮
す
る

・�
そ
の
秩
序
と
活
動
を
支
え
続
け
る
の

は
「
珪
素
の
親
水
力
と
表
面
陰
電
荷

力
」
で
あ
る

◎�

水
分
子
の
集
団
は
秩
序
維
持
と
い
う

自
助
力
を
持
っ
て
い
る

こ
れ
が
命
の
リ
ズ
ム
で
あ
る

量
子
物
理
学
の
先
生
方
が
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
る
の
は
、「
量
子
凝
集
場
の
ダ
イ

ナ
ミ
カ
ル
な
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
」、
す
な

わ
ち
こ
う
い
う
リ
ズ
ム
が
あ
っ
て
動
く

こ
と
に
お
い
て
、
周
り
の
分
子
の
方
向

が
揃
っ
て
く
る
、
こ
れ
が
非
常
に
重
要

な
生
命
の
原
点
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

◎�

水
と
珪
素
の
集
団
の
具
体
的
な
働
き

“
個
性
”
と
は

水
の
分
子
で
は
語
れ
な
い
機
能

・
水
の
電
気
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
水
の
触
媒
作
用

・
水
の
溶
解
力

・
水
の
液
相
界
面
特
性

・
秩
序
維
持
耐
力
（
破
壊
抵
抗
力
）

　

�

い
っ
た
ん
体
構
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ

を
維
持
す
る
恒
常
性
が
働
く

（
つ
づ
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
三
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

農
畜
水
産
物
の
革
新
へ
の
道

　
　
　
　
　

講
師　

白
根 

正
志 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
11
月
17
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

白
根
正
志
氏
は
第
一
期
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
農
業
研
修
生
（
3
年
間
）
履
修　

帰
国
後
、
養
鶏
業
経
営
。
ア
メ
リ
カ
育

種
鶏
の
飼
育
経
験
を
評
価
さ
れ
鳥
取
経

済
連
養
鶏
課
に
て
島
根
県
担
当
と
し
て

奉
職
。

昭
和
46
年
よ
り
、
木
酢
液
～
炭
素
資

材
の
養
鶏
へ
の
実
用
化
の
研
究
を
進
め
、

1�

．
生
産
性
の
向
上

2�

．
卵
質
の
改
善
と
味
覚
の
向
上

3�

．
悪
臭
糞
の
改
善

以
上
3
点
を
確
認
し
た
こ
と
で
、
昭

和
51
年
（
有
）
山
陰
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
を

創
業
し
、
現
在
（
有
）
山
陰
ネ
ッ
カ
リ

ッ
チ
取
締
役
会
長

安
心
・
安
全
な
本
物
食
品
で
こ
れ
は

旨
い
、
と
評
価
さ
れ
る
農
畜
水
産
物
と

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
産
さ
れ
、
そ

の
成
立
に
は
何
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

新
開
発
の
ア
ク
ア
・
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー

（
水
分
析
装
置
）
測
定
と
、
O
R
P
の

経
時
連
続
測
定
に
依
る
検
討
、
及
び
ν

G
7
（
活
水
器
）
に
よ
る
珪
素
+
ミ
ネ

ラ
ル
の
励
起
現
象
の
測
定
を
紹
介
。

ま
た
、
こ
の
3
年
で
大
革
命
と
な
っ

た
畜
糞
の
自
然
消
滅
化
の
現
実
及
び
生

姜
生
産
物
の
品
質
革
命
へ
の
原
理
紹
介
。

他
に
、
各
映
像
に
よ
る
紹
介
多
数
あ
り
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

注　

ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
と
は
常
緑
広
葉
樹

（
カ
シ
、
シ
イ
、
イ
ス
、
タ
ブ
）
の
樹

皮
を
炭
化
し
て
で
き
る
軟
質
炭
素
粉
末

と
そ
の
炭
化
工
程
で
抽
出
さ
れ
る
広
葉

樹
木
酢
液
を
調
合
し
て
製
造
さ
れ
た
も

の
で
、
殺
菌
効
果
・
抗
酸
化
作
用
・
活

性
酸
素
除
去
能
力
作
用
の
高
い
フ
ェ
ノ

ー
ル
類
が
豊
富
で
あ
る
。

今
、
日
本
の
農
畜
水
産
の
大
変
な
状

況
（
高
齢
化
と
自
然
に
逆
ら
う
農
法
の

ツ
ケ
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
・
・
・
）

に
革
命
を
起
こ
し
て
い
る
と
話
を
し
た

と
こ
ろ
、
宮
崎
県
出
身
の
関
西
サ
イ
科

学
会
の
河
野
会
長
か
ら
突
然
、
農
畜
水

産
の
振
興
発
展
へ
の
仕
事
を
宮
崎
県
の

資
材
と
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
私

ど
も
の
現
況
と
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
本

物
産
品
生
産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、

未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
状
況
を
皆
様

へ
お
伝
え
し
て
み
て
下
さ
い
と
の
お
話

を
頂
き
、
喜
ん
で
お
受
け
し
ま
し
た
。

本
日
発
表
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
要
点

と
、
一
番
大
切
な
そ
れ
が
農
畜
水
産
の

現
場
で
い
か
に
実
効
力
を
発
現
し
役
立

っ
て
い
る
か
・
・
・
を
順
番
に
示
し
ま

す
。

A
．
生
姜
業
界
の
大
変
化
と
は
‼

日
本
農
業
の
積
年
の
土
壌
環
境
悪

化
・
・
・
硝
酸
態
窒
素
の
増
大
と
作
物

（
＝
生
姜
）
の
吸
収
に
依
り
、
在
庫
中

の
変
質
発
生
の
多
発
、
そ
し
て
生
産
者

と
買
い
取
り
業
者
へ
の
大
損
害
の
連
鎖

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
挑
戦
が
3

年
前
よ
り
宮
崎
に
於
い
て
杉
の
間
伐
材

●❾ ●



の
熱
破
砕
処
理
に
よ
り
出
現
す
る

①
木
質
の
粗
飼
料
状
の
も
の
（
ふ
わ
ふ

わ
状
）

②
製
造
過
程
で
現
れ
る
黒
っ
ぽ
い
液
体

（
全
く
木
酢
液
と
は
異
な
る
）

の
二
つ
で
あ
る
。

②
の
液
体
は
、
今
迄
誰
も
知
ら
な
い

未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
潜
在
し
て
い
た
!

簡
単
に
云
え
ば
、
こ
の
液
体
の
散
布

に
よ
り
1
0
0
%
良
質
品
と
な
っ
た
。

こ
の
3
年
で
南
九
州
と
各
離
島
の
生
姜

生
産
者
は
非
常
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

※
こ
の
技
術
は
農
水
省
と
宮
崎
み
ど
り

製
薬
（
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
の
創
生
会
社
で

あ
る
）
の
特
許
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
①
の
資
材
は
全
国
の
畜
産
家
の

頭
痛
の
種
・
・
・
生
糞
の
処
理
・
・
・

こ
の
資
材
を
床
に
30
～
40�

cm
敷
け
ば
採

卵
鶏
の
場
合
、
ケ
ー
ジ
に�

入
っ
て
い
る

鶏
の
糞
は
毎
日
落
下
し
て
も
1
0
0
%

近
く
分
解
さ
れ
、
3
年
前
よ
り
敷
設
し

て
い
る
身
近
な
養
鶏
場
の
方
々
は
、
処

理
の
ご
苦
労
か
ら
解
放
さ
れ
、
こ
の
不

思
議
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
讃
嘆
で
あ
る
。

※
畜
糞
を
醗
酵
乾
燥
処
理
し
、
袋
詰
め

に
し
販
売
し
て
も
生
産
コ
ス
ト
が
回
収

で
き
な
い
、
安
売
り
合
戦
の
現
実
で
あ

る
。

B
．
農
畜
水
産
業
に
は
水
が
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
水
は
千
差
万
別
、
そ
の

本
質
と
そ
の
潜
在
機
能
は
容
易
に
判
ら

な
い
。

3
年
前
に
導
入
し
た
中
島
敏
樹
氏
の

A
Q
A
（
ア
ク
ア
・
ア
ナ
ラ
イ
ザ
）
に

依
り
、
名
だ
た
る
天
下
の
名
水
等
の
測

定
、
こ
れ
の
成
立
に
起
因
す
る
ミ
ネ
ラ

ル
等
々
の
電
磁
気
的
な
状
況
が
判
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ν
G
7

な
る
水
処
理
機
器
の
通
水
の
前
後
の
変

化
が
鮮
明
に
判
別
可
と
な
り
、
当
社
の

モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
微
粉
末
の
動
植
物

へ
の
機
能
向
上
へ
驚
く
べ
き
励
起
現
象

が
発
生
し
、
農
畜
革
命
へ
現
実
に
活
躍

し
て
い
る
。

以
下
に
、
そ
の
分
析
例
の
実
態
を
表

し
ま
す
。

C
．
冒
頭
表
示
し
た
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
は

私
共
の
人
生
を
変
え
た
（
定
着
）
炭
素

資
材
で
あ
り
、
効
力
の
根
源
の
一
つ
を

担
う
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
は
他
の
炭
化

資
材
と
は
異
な
る
シ
リ
ン
ギ
ル
型
で
あ

り
、
神
仏
の
導
き
で
こ
れ
が
開
発
さ
れ

た
と
思
わ
ざ
る
を
得
ぬ
実
証
効
果
で
あ

り
、
北
海
道
の
養
牛
関
係
者
に
は
絶
大

な
認
証
を
得
て
い
る
。

※
北
海
道
酪
農
学
園
大
学
の
小
岩
教
授

の
徹
底
的
な
検
証
の
お
か
げ
で
あ
り
、

自
然
界
の
未
知
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、

地
球
上
を
正
常
に
修
復
す
る
程
の
偉
大

な
パ
ワ
ー
が
あ
る
事
を
知
っ
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

D
．
上
記
発
表
の
永
い
年
月
の
研
究
の

結
果
は
‼

①
炭
素
（
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
）
は
有
機
物

の
リ
ー
ダ
ー
役
を
そ
の
生
理
現
象
の
中

で
発
揮
す
る
。

②
珪
素
（
モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
（
2
︱

1
型
粘
土
鉱
物
））
は
無
機
物
（
多
く
の

ミ
ネ
ラ
ル
）
の
リ
ー
ダ
ー
役
で
あ
り
、

モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
は
そ
の
結
晶
構

造
が
（
炭
は
微
小
な
穴
が
構
成
し
て
い

る
）
微
細
な
層
状
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
幾
重
も
の
両
面
に
は
マ
イ
ナ
ス
電
子

が
び
っ
し
り
帯
電
し
、
こ
れ
を
平
面
に

す
る
と
約
7
0
0
㎡
の
広
さ
に
な
る

と
さ
れ
て
い
る
（
炭
の
穴
は
平
面
に
す

る
と
約
4
0
0
㎡
と
さ
れ
て
い
る
）。

こ
の
マ
イ
ナ
ス
電
子
の
粉
末
を
p
 p 

m
単
位
で
水
溶
液
に
入
れ
、
ν
G
7

を
通
水
す
る
と
こ
の
世
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
こ
の
よ
う
な
潜
在
パ
ワ
ー
を
有
す
る

の
か
と
驚
き
で
あ
る
。
人
間
界
の
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
別

に
、
こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
世
の

為
、
人
の
為
に
役
立
て
れ
ば
あ
り
が
た

い
と
思
う
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

宮
崎
県
と
い
う
限
ら
れ
た
場
所
の
木

材
か
ら
の
抽
出
物
が
農
畜
水
産
の
改
善

● �●

図1　森林酢＋微量モンモリの周波数係数と電圧係数特性



に
驚
く
べ
き
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

自
然
界
の
植
物
を
含
め
た
生
命
体
に

は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
作
用
・

効
果
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
そ
れ
ら
隠
れ
た
物
質
が
さ
ら
に

発
掘
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
7
名
、
非
会

員
4
名
、
合
計
11
名
で
し
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2�

2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

　

春
の
大
会
の
お
知
ら
せ

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
協
賛
）

春
の
大
会
テ
ー
マ

2
0
1
3
年
つ
い
に
歴
史
上
初
、
伊
勢

・
出
雲
同
時
式
年
遷
宮
の
年
を
迎
え
た

「
今
こ
そ
知
り
た
い
隠
さ
れ
た
歴
史

の
真
実
と
こ
れ
か
ら
果
た
す
べ
き
日
本

の
天
命
」

日
時
：
平
成
25
年
4
月
21
日
（
日
）

9
：
45　

ホ
ー
ル
開
場

10
：
15　

開
演　

18
：
40　

閉
演

講
演
者

　

岡
田
光
興　

飛
鳥
昭
雄　

藤
原
和
晃

　

出
口　

光　

中
山
康
直　

池
田
整
治

17
：
30　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
こ
れ
か
ら
果
た
す
べ
き
日
本
の
天
命
」

パ
ネ
ラ
ー　

参
加
講
師
陣

会
場　
（
財
）
修
養
団
S
Y
D
ホ
ー
ル

料
金　

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

協
賛
特
別
価
格　

五
千
円
（
予
約
）

　
　

会
員
当
日　

六
千
円

【
振
込
先
】
お
申
込
み
と
同
時
に
左
記

宛
に
お
振
込
み
下
さ
い
。
ご
入
金
確
認

後
チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

郵
便
振
替
振
込
み
先

口
座
番
号　

00170
-1
-196569�

加
入
者
名　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

※
3
月
15
日
よ
り
受
付
開
始

U
RL��http://w

w
w
.subtle-eng.com

/

お
問
合
せ　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

電
話　

0�

3
・
5
7
3
0
・
6
4
5
0

F
A
X
0
3
・
5
7
3
0
・
6
4
5
1

E-m
ail��infom

ation@
subtle-eng.com

大
会
実
行
委
員
長　

井
筒　

貴
康

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●

《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子�wma）なので、

聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間

は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の

スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取

れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分2,000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」

で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・

パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と金

額（1回分2,000円）を記入し、郵便振替口座　00100-2-15344　加入者名　日本サイ科学会に

お振込願います。

あるいは、メールで先に事務局　office21@psij.mail-box.ne.jp　に注文されても結構です。
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2009/ 2/14 天野聖子氏「大いなる自己と対話する自問自答の重要性と地球の現状」
2009/ 4/18 小牧昭一郎氏「人間の体の周辺に観察される磁気」
2009/ 5/ 9 膳　敬子氏「若返るって本当?」チベット体操を体験、感じるワーク
2009/ 6/ 7 山本　輝氏「言霊の幸はう日本国の復活」
2009/ 7/11 高月美樹氏「太陰太陽暦の活用法」
2009/ 9/12 高峯秀樹氏「未来を探る手相の神秘と科学」
2009/10/11 第20回全国大会　シンポジウムテーマ「ヒーリング」
2009/11/14  山口敏太郎氏「真実とフェイク」環境汚染とDNA操作による未確認生物（UMA）

の誕生について
2010/ 1/16 前田知則氏「21世紀への適応プログラムとしての心のデトックス」
2010/ 2/20 須田泰心氏「超能力者の構造」
2010/ 4/10 根本泰行氏「映画『ウオーター』にみる水の真実」
2010/ 5/ 8 堤　裕司氏「レイラインと富士塚信仰」
2010/ 6/20  久保田昌治氏「 水とは・・・水は生体内では勿論のこと自然界でも今我々が考えて

いるよりはるかに重要な働きをしている。」
2010/ 7/10 木下次男氏「福島県飯野町『千貫森謎空間』補足：UFO学について」
2010/ 9/11 感じられる“サイ”−3種類のサイデバイス・ソフト体験会−
2010/10/10 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14 赤松　瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12 井出　治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか？」
2011/ 9/10 鈴木俊輔氏「3・11　新文明の幕開け　～日本人の使命～」
2011/10/ 9 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14 ミッツィ 植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8 ホンマシュウジ氏「 未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
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故 関英男先生のサイ関係（+ α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　�送料
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2100 円（310 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2550 円（210 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1995 円（210 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア）� ・・・・3000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部）� ・・・・・・1340 円（160 円）
謎のオズマ計画��− UFO との関連−（1976：USL）�・・・・・・・190 円（120 円）
FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1000 円（160 円）

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
　深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）�・・・・・・・・・2500 円（210 円）
　深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）�・・・・・・・・・1800 円（210 円）
　深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）�・・・・・・・・・2200 円（210 円）
　VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）�・・・・・3000 円（300 円）
　VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）�・・・・3000 円（300 円）
　　※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記の E-mail、または FAX 宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。
※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または

FAX、電話で確認して頂いてから、お願い致します。
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦�

願います。

　< お問い合わせ >
　日本サイ科学会事務局　〒 271-0047　千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
　　　　　　　　　　　　TEL�047-347-3546　FAX�047-330-4091
　　　　　　　　　　　　E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp



である。つまり零場には、情報の蓄積と潜在
が可能であることを意味している。

『# 詳しく−−−−別種の一例として、情報の階
層の問題がある。周知の易経八卦図を考える。
太極は陰陽が混沌として混ざり合った状態。こ
れが分岐して1段目で陰（−−）と陽（−）に分
かれて「両儀」となる。次に分岐の2段目の「四
象」では陰（−−）が陰､ 陰と陽､ 陰に分かれ、
陽（−）が陰､ 陽と陽、陽となる。これが分岐
して−−−−と続いてゆく。つまり八卦図は、1段
目「両儀」、次ぎ2段目「四象」、次ぎ3段目「八
卦」−−−−と相殺零場を階層別に見た場合であ
る。しかし各段（各階層）毎に加算すると、そ
れぞれの段ではゼロになる。なお、零場には
階層別（例、周波数等）や階層内（例、波形等）
等の様々なゼロのある事がわかる。（終わり）』

7．「量子絡み合い」について
願いが「叶うか、叶わないか」は、意識と対

象物（情報、未知の存在、SG）が「繋がるか、
繋がらないか」によるだろう。「繋がる」とは､
量子絡み合い（QE）が出来るという事。このと
き、伝達されるのはPSI-pair群である。搬送
波（船または橋の役割）は縦波としての音やテ
スラ波（ゼロの粗密波）ならびに横波の電磁波
で、それらの対流が望まれている。PSI-pair
群はASC（1）としての電子（e−）と微細身粒子

（−）のセット、ならびに陽電子（e+）と微細身
（+）のセット、のペアー（一対）からなり、全体
としては中和（ゼロスピン）になっている。

『詳しくは−−−−（米）ベンジャン・リベット（1990～）
らによって脳幻想説（イリュージョン説）が提
出された。皮膚判断による行動よりも約0.35
秒遅れて脳の認識（ニューロン発火）があると
いう。筆者らはこれを基にして、未知現象は
零意識（ASC）で生起することならびに時間・
空間の枠組みをこえている事、等からASCを
二つに分けてASC（1）を交感神経的（反射神
経）なもの、ASC（2）を副交感神経的なもの（脳

支配）とした。（終わり）』

PSI-pair群は、スピンゼロである。向う側
にある零場上の零点（負に帯電）にPSI-pair群
半分の｛ ASC（1）+微細身（−）｝が吸引され、
半分の｛陽電子（e+）+微細身（+）｝が意識側

（こちら側）に戻され、量子絡み合いが出来る
のであろう。一般に量子論では、量子絡み合
い（QE）は、（1）繋がって一体として行動して
いる。（2）片方が↑であり、他方は必ず↓であ
る。（3）片方を変化させると、情報は瞬間的に、
他方に伝達される。（4）遠隔地であったとして
も、繋がっていて、変化は時間や空間の枠組
みを越えて伝達される。その他、これらは、
上記の「願いを叶える」の場合にもそのまま適
用されることになる。「繋がる」か「繋がらない」
かはサイポテンシャルメータ（小林泰樹開発）
でも判断できるが、簡単には「線香の煙を意念
で制御する」でもわかる。

8．応用と実用化
（1）ウクライナ、ロシアでは、非眼視覚（皮膚
視覚）の訓練の結果を学校や病院の障害者教
育や機能向上、能力開発に応用している。17
才以下の児童であれば、100%の可能性がある
という。通常は、脳の使用範囲は、5%程度で
あるが、訓練により10、20、30%と増加させ
ているとの事である。

（2）米、欧、世界では、集団の意識や感情と、
ダイオードが発生する電子ノイズ（乱数）が共
振・シンクロする事から、全地球意識総合モ
ニタ（GCMS）を実施している。47国、100名以
上。日本では明大の石川幹人教授が担当して
いる。予知の現象もあるとの事である。

（3）その他。米国のモンロー研究所の魂の体外
離脱実験（OOBE）、マハリシ・ヨギ開発の超
越（TM）瞑想法（米、マハリシ国際大学）、等
の実用化研究、その他がある。
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5．陽電子について
以上のPSI-pair群を形成させるためには陽

電子の発生が必要であろう。見える世界（リア
ルな世界）の不安定状態（エネルギー一定条
件）の零点で衝撃を与えると、見えない世界

（虚の世界）から、反粒子として陽電子が参入
してくる、という一例（仮定）を推定・判断し
ている。つまり、衝撃的に鋭くエネルギーを放
射するので、壁に穴が空いて、イマジナル（虚）
の空間から、静的と衝撃の差に相当する反粒
子（反エネルギー）の参入が期待できる。この
理由としては、次の実験（#）に述べる。なお
壁は､ 児童の場合は薄いが、成人になるにつ
れて厚くなると考えている。

『（#）詳しい記述−−−−装置（マシン）によって
サイ（気）を制御する場合の本山博、橋本健、
山田孝男、佐々木茂美らの装置と実験状況を
みる。何れも、加える入力は立ち上がりの急
峻な矩形波（またはパルス波）を用いている。
本山博は、発明したAMIにおいて、皮膚の経
穴上に矩形波状の直流電圧（5V）を加えた時
に、瞬間的に皮膚内に発生する直流電流の大
きさ（静的の50～100倍）がサイ（気）を表して
いる（直接関係する）とした。橋本健は、発明
した健康増進用のαコイルにおいて、パルス
電流を与えた時の瞬間的な磁気流を皮膚に当
てている。山田孝男は、無誘導コイルを用い
た瞑想促進器に矩形波電流を用いている。
佐々木茂美らは、無誘導コイル、水晶、磁石
から成るサイ（気）制御装置の駆動電流として、
αコイルの電源部を用いたパルス波、ならびに
テスラ・コイルの放電電流をスイッチングに用
いたランダム・パルス波を用いている。これら
は、例えば、衝撃的に加える入力によって通
常（静的の場合）の｛ 2～3倍（力）、50～100倍

（電磁気）｝の出力により、瞬間的なアンバラン
スを造り、これを補う為に反物質（反素粒子）
を、イマジナル（見えない世界）等から湧出さ
せる事を目的としている。瞬間入力の別の理
由は、不確定性原理により、入力が極短時間

の時は、エネルギーは極大になるからである。
（終わり）』

この様にして得られる陽電子（e+）、電子
（e−）、微細身素粒子から成るPSI-pair群（中
和、全体としてゼロ）がサイ（気）情報の基盤に
なっていると考えている。

6．カオス・アトラクターによる蓄積
ゼロ場は、（陽）+（陰）=0（零）、なので、非

エネルギー（ゼロ、中和）場である。つまり零
をいくら積み重ねても零（中和）なので、情報
やエネルギーの無限の蓄積と潜在が可能であ
る。多種、多様な零（内包する情報）を無限に
蓄積し､ 潜在させている事が、サムシング・
グレイト（SG）の基盤になっているのだろう。
気功水を用いた実験によると、サイ（気）は約
32kcal/mol（1.38eV、赤外線波長領域）の活
性化エネルギーを持っており、実測値から推
定して、室温では約6～10日程度は、人工的
に得た気は消失しない。また気功師が放出し
た気は、直射日光を当てると消えやすいが、
当てないと、暫くは消失しない（中国の実験）。
また鋭敏な感覚（気感を鋭くする）でも判断で
きる。

零の累積において、陽と陰をごく僅かずら
せて交差させて加算させる。干渉消滅させな
いで、ずらせたままの状態で重ねる。すると
情報（正と負）はそのまま残されているが、全
体から見れば（加算する）見かけ上は零になる。
例えば「手打ちそば」の生地のように、板状の

「そばこ生地」を延ばして、折りまげ、次に、
さらに延ばして折り畳む。これを繰り返す。は
じめに、「そば板」を延ばしたときは一枚のま
まで「表」、「裏」がある。次にこれを折り曲げ
たときは、「表」「裏」、「裏」「表」となり、一枚
が二枚重ねになる。次に、これをさらに延ば
して「折り畳む」と4枚重ねとなる「表」「裏」、

「裏」「表」、「表」「裏」、「裏」「表」。これを繰り
返すと（2のn乗に従う、nは折り曲げ回数）、
情報が無限に累積されることになる。しかし
全体としては（上からみれば）、見かけ上は零
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4．零場の形成
未知現象はゼロ場の中のゼロ点で発生する

が、ゼロ場をどの様に選び、形成させるかが
問題である。聖地としてのパワースポットは、
シャーマンまたは感覚の鋭い能力者によって
発見される場合が多い。長野県の分杭峠は中
国の張志祥師によって発見された。発見後は、
多くの人達の努力の積み重ねを基にして、より
優れたゼロ場が形成される事になる、と考え
ている。つまり､ 多くの人達の願いが繰り返さ
れて、累積されることが必要であるといえる。

（1）ゼロ（零）を積み重ねる。ものごとには陽の
面と陰の面がある。例えば、ふつうは陽50%
と陰50%である。後述するが、カオス・アト
ラクターのパイコネ変換を造る場合のように、
陽と陰を加えても零に成らないように、少しず
らして、陽と陰を積み重ねる。ずらさない場合
は､ 加算すると零になる､ つまり（+50%）+

（−50%）=0（ゼロ）である。願いごとを念ずる
場合は、これが51%と49%になる場合である。
多くの人達が、様々な願い事を、繰り返し、
繰り返し、積み重ねる。あるいは一人の人が
願い事を積み重ねると良い、と思う。

（2）集積値が変換点に達する。零の積み重ねの
値が、ある値（不安定点、変換点）に達すると、
未知現象が発生しやすくなる。

（3）リラックス集中と呼吸法によって意識を変
容（ASC）させて、零意識（現象発生点のASC）
になる。次に、するどく意念（願い事、光子群）
を放射して（ウンと腹気合）、零を重ねる。す
ると、未知現象が発生することになる。発生
しない場合は「ウン」を断続的に繰り返して放
射する。

（4）このときの脳波は7～8Hz（ASC）である。
チャクラ（アナハタ等）や経穴（ツボ）からは、
らせん状に電子（バイオフォトン等）や微細身
エネルギー（オーラ）等が放出されている（実験
からの判断）。なお、別の実験（マクロPK、念
力等）によると、未知現象はエネルギー一定条
件で発生している。このとき、零場の中の零
点は、不安定な状態であり、またカオス・アト
ラクターの発生の分岐点に相当している。ま
た、このとき、体内から放出される素粒子群
や微細身素粒子（様々な状態の電子群）は、（恒
常的に）バックグラウンドとして存在するガン
マー線の作用の助けをかりて、PSI-pair群を
形成することになる。PSI-pair群はサイ（気）
の原型であり、また量子絡み合いの原型でも
ある。なお、以上の（1）～（4）は、固体におけ
る未知現象発生（マクロPK）の実験結果をもと
に推測している。
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